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農
地
法
改
正
に
伴
う
農
地
賃
貸
借
の
緩
和
に
関
す
る
質
問
主
意
書

本
月
十
七
日
、
農
地
を
貸
借
す
る
際
の
規
制
を
大
幅
に
緩
和
す
る
改
正
農
地
法
が
成
立
し
、
本
改
正
に
よ
っ
て
、
同
法
の
目

的
が
、
所
有
者
保
護
か
ら
農
地
の
有
効
利
用
に
転
換
さ
れ
、
借
地
期
間
の
制
限
を
二
十
年
か
ら
五
十
年
に
延
長
す
る
な
ど
し
て

企
業
の
参
入
が
促
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

改
正
法
で
は
昭
和
二
十
七
年
の
制
定
以
降
、
戦
前
の
地
主
制
度
が
復
活
し
な
い
よ
う
に
明
記
し
て
き
た
「
耕
作
者
に
よ
る
農

地
の
所
有
が
最
も
適
当
」
と
の
文
言
が
初
め
て
削
除
さ
れ
、
企
業
が
貸
借
可
能
な
農
地
を
、
市
町
村
が
指
定
し
た
放
棄
地
な
ど

に
限
定
す
る
現
行
規
制
が
撤
廃
さ
れ
、
優
良
農
地
も
企
業
が
利
用
で
き
る
こ
と
と
さ
れ
た
。

一

企
業
型
農
業
に
よ
る
と
、
市
場
競
争
に
よ
り
必
然
的
に
採
算
が
合
わ
な
い
農
地
で
の
生
産
は
放
棄
さ
れ
る
事
態
が
生
じ
う

る
。右

の
よ
う
な
市
場
原
理
に
よ
る
弊
害
を
防
止
・
是
正
す
る
た
め
の
措
置
に
つ
い
て
、
本
改
正
の
他
に
、
政
府
と
し
て
具
体

的
に
検
討
し
て
い
る
事
項
は
あ
る
か
。

二

「
耕
作
放
棄
地
の
増
大
に
歯
止
め
を
か
け
、
国
内
農
業
の
活
性
化
」
の
た
め
に
、
耕
作
放
棄
の
可
能
性
の
高
い
農
地
な
ど

に
お
い
て
、
国
ま
た
は
地
方
公
共
団
体
が
賃
貸
者
と
な
り
管
理
す
る
こ
と
を
前
向
き
に
検
討
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
政
府
の

一



見
解
如
何
。

三

研
究
者
に
よ
る
と
、
近
時
の
農
地
転
用
の
収
入
が
農
業
生
産
額
の
八
割
に
も
達
す
る
と
の
指
摘
も
あ
る
が
、
本
改
正
で

は
、
最
大
一
億
円
の
罰
金
を
科
す
な
ど
農
地
の
違
反
転
用
の
厳
罰
化
も
な
さ
れ
て
い
る
。

思
う
に
、
罰
則
は
、
抑
止
的
意
味
は
あ
る
も
の
の
、
あ
く
ま
で
事
後
的
措
置
で
あ
る
。

こ
の
点
、
一
九
七
〇
年
代
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
で
考
案
さ
れ
た
、
農
地
転
用
に
よ
っ
て
見
込
ま
れ
る
収
入
に
相
当
す
る
金

額
を
補
償
す
る
「P

u
rch
a
se
o
f
a
g
ricu
ltu
ra
l
co
n
se
rv
a
tio
n
e
a
se
m
e
n
t

（
開
発
権
の
購
入
）
」
と
い
っ
た
シ
ス
テ

ム
に
よ
っ
て
、
転
用
収
入
を
主
た
る
目
的
と
す
る
農
地
転
用
へ
の
誘
因
を
事
前
に
減
じ
る
こ
と
も
有
効
と
考
え
る
が
、
こ
の

よ
う
な
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
政
府
の
見
解
如
何
。

右
質
問
す
る
。

二


